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「書写」とはこんな時間①

「書写」のイメージ
○ひたすら手本を見て書かされるつらい時間
○上手な子だけが輝ける時間

●できれば教えたくない教科
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三角形の面積を求めよう 文字の大きさねらい

きまりの
発見

三角形が２つで
平行四辺形になるよ

文字を比較すると
共通点が分かったよ

公式
（原則）

「底辺×高さ÷２」だね
「漢字」は大きく
「ひらがな」は小さく

確かめ
数字をあてはめて
確かめよう

原則にあてはめて
自分の字を確かめよう

練習
練習問題をやってみよう

「ヒントカード」
半紙に練習しよう

「練習用紙（なぞり用紙）」

振り返り
学習したことをまとめて

発表しよう
まとめ書きをして
評価しよう

算 数 書 写

書写は他教科（算数）と同じ
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４５分で子どもが変わる授業・「書写」
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「書写」とはこんな時間②

私の授業を受講後の感想
○書写は目に見える分かり易い成長と成功体験を

  味わえる素敵な教科だ
○一時間で気持ちや文字までも変える書写の授業は凄い
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①発見する授業（1時間目）

②既習事項の活用（2時間目）

③硬筆で他字に応用（3時間目）

書写授業の単元構成（3時間）



内
外
と
三
つ
の
部
分
の

組
み
立
て
方
に
気
を
つ
け
て
書
く

7

「めあて」の確認と試し書き

●
手
本
を
見
な
い
で
「試
書
き
」

※

日
常
の
自
分
の
文
字
が
表
出

め
あ
て

単元①発見する授業

１つ

４つ

単元①発見する授業
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム

「内外の組立て方」のきまりを知ろう
単元①発見する授業

「原則をクイズで発見」

教え込みではなく、子どもたち
に発見させる

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム

「中心を通る」方が良い
単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム

「中心がずれる」方が良い
単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム
中心を通る方が良い

単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム
「中心がずれる」方が良い

単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム
中心を通る方が良い

単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム
「中心がずれる」方が良い

単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム
漢
字
の
左
に
左
は
ら
い
が
あ
る

「ずれるチーム」と「通るチーム」の違いは？
単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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どうして「左払い」があると中心をずらすのか

「中の部分」が「左はらい」にぶつからないようにするため
「中の部分」を少し右に寄せる

「生
」が
左
払
い
に

ぶ
つ
か
る
か
ら

単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム

どちらの組立て方が良いか
単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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中心がずれるチーム 中心が通るチーム

「中心をずらす」方が良い

漢
字
の
左
に

「左
払
い
」が
あ
る

か
ら

原則 「左はらい」があると中心が右に寄る

単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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手
本
を
見
な
い
で
書
い
た
「
希
望
」
（
児
童
の
実
態
）

試書き・中心がそろっている
単元①発見する授業

内
外
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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「三つの部分」の原則①（左上部分）

「右
は
し
」が

そ
ろ
っ
て
い
な
い

「右
は
し
」が

そ
ろ
っ
て
い
る

単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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「
点
」
も

右
は
し
に

よ
せ
る
。

「右
は
し
」が
そ
ろ
っ
て
い
な
い

「左
上
部
分
」は
「月
」と
ぶ
つ
か
る

原則①右端をそろえる（左上部）

どうして「右端のそろった」方が良いか
＜原理＞

単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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手
本
を
見
な
い
で
書
い
た
「
希
望
」
（
児
童
の
実
態
）

試書き・右はしがそろってない
単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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２

３

１

「
月
」
の

は
ら
い
を

「
亡
」
に

ぶ
つ
け
な
い

た
め
、
横
画

を
避
け
て

ど
こ
に
は
め

込
む
か
？

「三つの部分」の原則②（右上部分）

原則②月を間に入れる（右上部）

単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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手
本
を
見
な
い
で
書
い
た
「
希
望
」
（
児
童
の
実
態
）

試書き・横画の間に入ってない
単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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「三つの部分」の原則③（下部分）
どちらの「王」が良いだろう

原則③王の縦画を短く（下部）

単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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「
王
」
を

「
亡
」
に

か
な
り

近
づ
け
る

「
王
」
を

「
月
」
に

か
な
り

近
づ
け
る

「三つの部分」の原則④（全体）

原則④中心に寄せる（全体）

単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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手
本
を
見
な
い
で
書
い
た
「
希
望
」
（
児
童
の
実
態
）

試書き・三つの部分が離れている
単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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「三つの部分」の原則（まとめ）

①
右
端
を
そ
ろ
え
る
（左
上
部
）

②
月
を
間
に
入
れ
る
（右
上
部
）

③
た
て
画
は
短
く
（下
部
）

④
中
心
に
寄
せ
る
（全
体
）

単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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「三つの部分」の原則（応用）

①
右
端
を
そ
ろ
え
る
（左
上
部
）

②
「は
ら
い
」を
間
に
入
れ
る
（右
上
部
）

③
た
て
画
は
短
く
（下
部
）

④
中
心
に
寄
せ
る
（全
体
）

三
つ
の
せ
ま
い
部
分
に
上
手
く
配
置
す

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
が
譲
り

合
っ
て
工
夫
し
て
い
る

単元①発見する授業

三
つ
の
部
分
の
組
立
方
に
気
を
つ
け
て
書
く
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子どもに「手本」をわたす
単元①発見する授業



31

中心がずれるチーム

「内外」の原則について書き込む

原則 「左はらい」があると中心が右に寄る

単元①発見する授業

「手本に書き込み」
目標を常に意識させる

※自分の書いたものに書き込みさせない
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「三つの部分」の原則について書き込む

①
右
端
を
そ
ろ
え
る
（左
上
部
）

②
月
を
間
に
入
れ
る
（右
上
部
）

③
た
て
画
は
短
く
（下
部
）

④
中
心
に
寄
せ
る
（全
体
）

単元①発見する授業
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原則に当てはめて「試書」の答え合わせ
内
外
の
組
立
て
方
の
原
則

内
の
部
分
を
右
に
よ
せ
る

三
つ
の
部
分
の
組
立
て
方
の
原
則

①
右
端
を
そ
ろ
え
る
（左
上
部
）

②
月
を
間
に
入
れ
る
（右
上
部
）

③
た
て
画
は
短
く
（下
部
）

④
中
心
に
寄
せ
る
（全
体
）

「短
い
」「せ
ま
い
」で
は
抽
象
的
で
わ
か
ら
な
い

の
で
、
具
体
的
な
基
準
を
示
す
こ
と

単元①発見する授業

「試書の答え合わせ」
自己課題が明確になる

※自分で気がつくので指摘されたのではない
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全１２人

子どもたちの実態を確認する
単元①発見する授業
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全１２人

原則を手本に書き込む

自
分
で
確
か
め
る
力
、
自
分
で
学
ぶ
力
、

自
分
で
考
え
る
力
を
育
て
る

「手
本
」は
ノ
ー
ト
の
代
わ
り 

書
き
込
む
こ
と
で
、
自
分
の
目
標
を
立

て
る
、
自
己
課
題
を
解
決
す
る
力
を
育

て
る

原則に当てはめて「試書」を確かめる

単元①発見する授業

わりばしを使って確かめる
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「見通し」を持って二枚目を書く
単元①発見する授業
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全１２人

「試
書
」と
比
較
で
き
る
よ
う
に 

示
す
こ
と
で
、
上
達
を
実
感
さ
せ
る
。

「見通し」を持って二枚目を書く
単元①発見する授業

「机間指導で評価する」
ポイントに沿って褒める
アナウンス効果を活用する
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かご字練習用紙とまとめ書き
単元①発見する授業

「まとめ書きの前のなぞり書き」
毛筆が苦手な子を救う

成功体験をさせ意欲を高める
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試し書き まとめ書き

振り返り

必
ず
「ね
ら
い
」に

沿
っ
て
振
り
返
る

「内
外
・三
つ
の
部
分

の
原
則
」に
つ
い
て
向

上
し
た
点
を
発
表
さ

せ
る
。

単元①発見する授業

「試書とまとめ書きの比較」
自分の成長を実感させる
達成感と意欲を高める
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２時間目・既習事項を活用して自己課題の解決

２・３年既習事項４年既習事項５年既習事項

３個４個２個

単元②既習事項の活用

単元②既習事項の活用
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主体的に学ぶ「ループ学習法」
「手
本
」に
書
き
込
ん
で
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
手
本

を
作
り
自
分
の
目
標
を

立
て
る

「わ
り
ば
し
」を

使
用
し
、
自
分
で

確
か
め
る

単元②既習事項の活用

自
分
の
目
標
に
気
を

つ
け
て
練
習
す
る

「確
か
め
」の
で
き

て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
気
を
つ
け
て

練
習
す
る

課題発見解決学習
個別最適な学習
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自己課題の改善① 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用

１
つ

４
つ
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自己課題の改善① 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用

１
つ

４
つ
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自己課題の改善③

太く

内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善③

太く

内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善④ 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善④ 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善⑤ 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善⑤ 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善⑧ 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善⑧ 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善⑨ 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善⑨ 内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善⑪

細く

内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用
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自己課題の改善⑪

細く

内外の原則

三つの部分
の原則

単元②既習事項の活用

ループ学習で

子どもの字は
必ず変わる
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3時間目は硬筆で他字に応用・日常化
単元③硬筆で他字に応用

単元③硬筆で他字に応用
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中学校でなぜ「行書」を学ぶのか

楷書（かいしょ）
小学校書写で学習

行書（ぎょうしょ）
中学校書写で学習

小
学
校
と
比
べ
て
学
習
す
る
「内

容
・ス
ピ
ー
ド
」が
飛
躍
的
に
大

き
く
な
る
の
で
、
ノ
ー
ト
を
速
く

書
く
必
要
が
あ
る
た
め
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「行書」の６つの特徴とは

行書の基本原則
６つ

行書の基本原則
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①四角形の
左上

② 四角形の
中の横画の右画

を
離
す
こ
と
で

少
し
画
が
短
く

な
り

そ
の
分
速
く
書

く
こ
と
が
で
き
る

行書の基本原則①
接し方

行書の基本原則

①行書には「離れる部分」がある
＜主に２つ＞



60

②「始筆」の違いを確認しよう

「楷
書
」は
す
べ
て
の
画
が

「な
な
め
方
向
」

「横
画
」は

「よ
こ
方
向
」

「横
画
」は

「よ
こ
方
向
」

「行
書
」の
始
筆
の
角
度
は

「一
定
で
は
な
い
」

４５度

行書の基本原則②
始筆の方向

行書の基本原則
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③「終筆」の違いを確認しよう
行書の基本原則
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横画・たて画の「終筆」の違いは
「楷
書
」は
横
画
が

「止
め
」に
な
っ
て
い
る

「楷
書
」は
た
て
画
が

「止
め
」に
な
っ
て
い
る

「横
画
」は

「止
め
」た
後
に

「は
ね
」

「た
て
画
」は

「止
め
」た
後
に

「は
ね
」

「横
画
」は

「止
め
」た
後
に

「は
ね
」

「た
て
画
」は

「止
め
」た
後
に

「は
ね
」

行書の基本原則
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なぜ「終筆」をはねるのか

「横
画
」か
ら

次
の
画
へ
「速
く
」

進
め
る
た
め

「た
て
画
」か
ら

次
の
画
へ
「速
く
」

進
め
る
た
め

「横
画
」か
ら

次
の
画
へ
「速
く
」

進
め
る
た
め

「た
て
画
」か
ら

次
の
画
へ
「速
く
」

進
め
る
た
め

行書の基本原則
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「左はらい・右はらい」の「終筆」の違いは

楷
書
は

「右
は
ら
い
」を

は
ら
う

楷
書
は

「左
は
ら
い
」を

は
ら
う

行
書
は

「左
は
ら
い
」の
先
を

止
め
た
後

小
さ
く
「は
ね
る
」

行
書
は

「右
は
ら
い
」を

「止
め
て
」小
さ

く
は
ね
る

行書の基本原則
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なぜ「終筆」を止めた後はねるのか

「左
は
ら
い
」か
ら
次
の
画
へ

「速
く
」進
め
る
た
め

「右
は
ら
い
」か
ら

次
の
画
へ
「速
く
」進
め
る
た
め

行書の基本原則
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「終筆の変化」のまとめ

①
「横
画
」の
終
筆
を
止
め
て
は
ね
る

②
「た
て
画
」の
終
筆
を
止
め
て
は
ね
る

③
「左
は
ら
い
」の
終
筆
を
止
め
て
は
ね
る

④
「右
は
ら
い
」の
終
筆
を
止
め
て
は
ね
る

行書の基本原則③
終筆（止めてはねる）

行書の基本原則
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なぜ「始筆」や「終筆」を変化させるのか
行書の基本原則



68

なぜ「始筆」や「終筆」を変化させるのか

前
の
画
か
ら
次
の

画
へ
流
れ
る
よ
う

に
つ
な
が
っ
て

速
く
書
く
こ
と
が

で
き
る

行書の基本原則
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④「横画」の方向の違いを確認しよう

「行
書
」の
横
画
は

全
て
「右
上
が
り
」が
強
い

行書の基本原則④
右上がり

行書の基本原則
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⑤「丸み」の出る部分（主に３つ）

「楷
書
」は

上
に

で
っ
ぱ
り

①
「右
下
」に

筆
を
ず
ら
せ

て
「丸
み
」

②
「長
い
た
て

画
」

は

「⒮
字
」

長
い
「た
て
画
」

は

「⒮
字
」

③ 

長
い
「よ
こ
画
」

も

「丸
み
」

行書の基本原則⑤
丸み

行書の基本原則
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なぜ「右に」上げて「丸み」をつけるのか？
行書の基本原則
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⑥「太さ」の変化を確認しましょう
行書の基本原則
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細くなるところは主に３つ
①折れる前

②「長いたて画」の中心

③「長い横画」の中心

行書の基本原則⑥
太さの変化

行書の基本原則
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「行書」の基本原則①「右上がり」

行書の
基本原則

①右上がり
②接し方
③終筆
④始筆
⑤太さ
⑥丸み

行書の基本原則
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行書の
基本原則

①右上がり
②接し方
③終筆
④始筆
⑤太さ
⑥丸み

「行書」の基本原則②「接し方」
行書の基本原則
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行書の
基本原則

①右上がり
②接し方
③終筆
④始筆
⑤太さ
⑥丸み

「行書」の基本原則③「終筆」
行書の基本原則
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行書の
基本原則

①右上がり
②接し方
③終筆
④始筆
⑤太さ
⑥丸み

「行書」の基本原則④「始筆」
行書の基本原則
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行書の
基本原則

①右上がり
②接し方
③終筆
④始筆
⑤太さ
⑥丸み

「行書」の基本原則⑤「太さ」
行書の基本原則
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行書の
基本原則

①右上がり
②接し方
③終筆
④始筆
⑤太さ
⑥丸み

「行書」の基本原則⑥「丸み」
行書の基本原則



80

行書の
基本原則

①右上がり
②接し方
③終筆
④始筆
⑤太さ
⑥丸み

「行書」の６つの基本原則で完成
行書の基本原則

行書の原則（技法）
①連続
②省略
③筆順の変化

＋

学習方法の工夫
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行書の
基本原則

①右上がり
②接し方
③終筆
④始筆
⑤太さ
⑥丸み

６つの基本原則で「設計図」作成法（大学）
行書の基本原則
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「省略」に集中して「まとめ書き」

行書の原則
（技法）

①連続
②省略

③筆順の変化

行書の原則（省略）
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授業を受けた学生の感想（最後の授業）

○書写の授業はとにかく書いて、上手な子が褒められるものだと思っていたが、そ

の概念が壊され、書写ってこんなに楽しいんだ！と驚かされた。未来の子どもたち

にも書写との出会いが素敵なものになるように指導していきたい。

○字を書くことがすごく苦手で、人前に出したくない、恥ずかしいという気持ちが大き

かったが、明らかに字が変化していくことが見えてとても嬉しかった。母親に初め

て毛筆で書いた字を自慢した。「苦手、嫌い、教えられない、教えたくない」という

気持ちから、「楽しい、好き、教えてあげたい、できる」というポジティブなものに変

化したことがすごく良かった。
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子ども達を書写好きに！

藤井浩治（コージー）
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